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       寺 島 政策推進監 

       畑 中 理事図書館長事務取扱 

       阿 部 副理事学校教育課長事務取扱 

       木 村 副理事生涯学習課長事務取扱 

       澤 田 中央公民館長補佐 

       高 橋 総務政策部政策推進課主事 

       髙 杉 教育委員会事務局総務課長 

       山 中 教育委員会事務局総務課総括主幹 

       澁 田 教育委員会事務局総務課主幹 
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1. 開催趣旨及び会議の

進め方の説明 

事務局（総務課長）： 定刻となりましたので、

ただ今から第１回むつ市総合教育会議を

開催いたします。 

   始めに、事務局から会議の趣旨等について

御説明いたします。 

    本会議は、地方教育行政の組織及び運営

に関する法律の一部改正に伴い、各地方公共

団体に設置が義務づけられたもので、市長と

教育委員会という対等な執行機関同士の協

議・調整の場を設ける趣旨で設置されるもの

です。 

会議における主な協議事項は、一点目とし

て教育に関する大綱の策定に関すること、二

点目として地域の実情に応じた教育、学術及

び文化の振興を図るために重点的に講ずるべ

き施策について、三点目として児童・生徒の

生命又は身体に現に被害が生じ、又は被害が

生じる恐れがあると見込まれる等、緊急の場

合に講ずるべき措置等となっております。 

本日は、第１回目の会議でございますので、

まず、会議の趣旨、進め方等を規定した「む

つ市総合教育会議設置要綱」の制定について

協議をお願いしたいと考えておりますので、

よろしくお願いいたします。 

会議の進行は、宮下市長にお願いしてよろ

しいでしょうか。 

 

（異議なしの声） 

 

それでは宮下市長、よろしくお願いいたし

ます。 

 

2. 議事 

宮下市長： それでは、会議を進めてまいりたい

と思います。 

はじめに、第１回の総合教育会議の開催に

当たりまして、皆様には、お忙しいところお

集まりいただきまして誠にありがとうござい

ます。 

教育委員会にも、負担をおかけしていると

認識しておりますけれども、この総合教育会

議につきましても、皆様の忌憚のない御意見

をお聞かせ願えればと思います。 

まず私の、教育にかける思いについて少し

お話をさせていただきたいと思います。 

市長に就任して１年経ちましたが、まちづ

くりですとか地域振興、様々な形で努力して

いるところであります。 

そのために大切なことは、「ひとづくり」で

あるという思いを、日々強くしているところ

でありまして、この総合教育会議を開催して、

大綱を作成するということで、この思いを少

し形にしていきたいと思っています。 

私の今最も問題意識をもっているのは、学

力の向上についてであります。 

学校教育の中では、県内トップクラスの学

力を目指す、あるいはグローバル人材の育成

をする、ということが目標になっているとい

うことですが、トップクラスの学力とは、ど

の場面で何点取ればトップクラスか、また、

グローバル人材とは英語ができればいいのか、

といったところも、少しわかりづらいと思っ

ています。 

目標としてトップを目指す、世界で活躍す

る人材をつくるということは、私の公約にも

掲げておりますので、その手法論ですとか、

学校の中で、あるいは地域の中で、どうやっ

てこれを実現していくか、ということを、わ

かりやすく市民に提示することが必要であろ

うと思います。 

冒頭述べました、地域でしっかりとしたひ

とづくりを、という思いですけれども、本当

にそのひとづくりが地域の発展に繋がると思

ったのが、様々な政策を実現していく中で、

在住の方々にも助けられている部分あります

けれども、むつ市出身で中央で活躍している

方々に助けられています。 

具体的には、今回クルーズ客船を 2 隻誘致

しましたけれど、これもむつ市出身者の御助

言、御努力を得てできた。また、アメ横でむ

つ市のＰＲをやっていますけれども、これも

無料で、向こうで活躍している方がやってく

れている。ふるさと納税も、毎年倍増してい

ますけれども、これも、横浜の新聞店が広告

をほとんどただ同然で出してくれている。こ

れもむつ市出身の方です。 
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そんな形で、むつ市に帰ってこなかったと

しても、全国で活躍する人がいるということ

が、むつ市の発展に繋がっているということ

を私は確信しています。 

ですから、その「ひとづくり」を大事にし

なければいけないと思います。 

それから、学校もそうなんですが、現地を

知って現場の意見を聞くことも必要であろう

と思っています。 

皆さん教育委員として、様々な学校の現場

を視察するということですけれども、私もそ

ういったところを見ながら、あるいは自分自

身でも現場の声を聞きながらやっていきたい

と思います。 

また、この会議は、市民に公開されること

が原則でありまして、そこに大きな意味があ

ります。本日は残念ながら市民の方は来てい

らっしゃいませんので、もう少し、広く開か

れた形の会議にしていきたいと考えます。そ

ういう意味では、この庁舎だけではなく、川

内庁舎で開催するとか、そういうアイディア

も事務局には持っていただきたいと思います。 

人材の部分で、冒頭、大事だと申し上げま

したが、一方でスポーツ・芸術・文化も必要

なものでありますし、そういった部分での目

標ですとか今後の考え方、取り組みについて

も、しっかりと考えていきたいと思います。 

大切なことは、学校教育という枠だけで考

えるということではなく、地域トータルで考

えて、たとえば、スポーツでいえば部活動、

スポーツクラブのこと、勉強でいえば学習塾

だとか、そういったところにも踏み込んで考

えていくことが必要だと、そういった意味で、

まずはあらゆる論点をタブー視しないで、既

存の枠にとらわれずに、むつ市の教育をどう

していくか考えていきたいと思います。 

私は、これから 1年ぐらいかけて大綱の作

成をやっていきたいと思いますが、皆さんそ

れぞれの立場で忌憚のない意見を出していた

だいて、それを形にしていく作業を、これか

ら進めていきたいと思いますので、なるべく

負担のかからない時間帯、日程の調整をしま

すので、積極的に参加していただいて御意見

をいただければと思っています。 

冒頭の御挨拶、また、この総合教育会議に

かける思いは以上でございます。 

それでは、議事に入ります前に、髙瀨教育

委員長からも一言いただけますでしょうか。 

 

髙瀨教育委員長： ただ今宮下市長から、思いを

熱く語っていただいて、意を強くしていると

ころです。 

   本年は、皆様御存知のとおり、戦後 70 年と

いうことで、節目の年であります。 

戦前の偏向教育によって、一歩間違えば国

が危険な方向に進む可能性があることを考

えると、平和で活力のある国づくりには、正

しい教育のあり方がまさしく問われている

のではないかと思います。 

  国家百年の計は教育にある、ということは

私の持論でありますけれども、その原点は、

先ほど市長からもありましたように、「ひと

づくり」ではないかと私も常々考えておりま

す。 

翻って、最近のめまぐるしい社会情勢を鑑

みますと、子どもたちを取り巻く教育環境は、

複雑多岐にわたっております。そのような中

でむつ市におきましては、確かな学力の定着

と心の教育を基盤として、まず一点目、むつ

市長期総合計画のなかでの教育の充実、二点

目、むつ市教育プラン、三点目、むつ市教育

基本計画、この３本の柱に沿って教育行政を

進めてきたと認識しております。 

その結果、学力の向上については一定の成

果をあげつつありますけれども、一方、少子

化による学校統廃合は喫緊の課題でもあり、

また児童生徒の肥満対策など、教育委員会の

抱える諸問題を市長と共に、中長期的に教育

のグランドデザインを考えていくことは、

我々としても非常に意味深いものと認識し

ております。 

市長は、グローバルな視点を持つ国際人で

あります。必ずや、学校教育の充実、社会教

育の必要性に御理解いただいていると確信

しています。 

本日の第１回総合教育会議を、新たなスタ

ートとして、実り多い意見交換の場となりま

すよう念願いたしまして、私からの御挨拶と

いたします。 

 

宮下市長： ありがとうございました。それでは、

次第に沿って会議を進めてまいりたいと思

います。 

   まずは、むつ市総合教育会議設置要綱の制



第１回むつ市総合教育会議議事録 

 

 
- 4 - 

定について、事務局から説明をお願いします。 

 

事務局（総務課長）： 御説明いたします。 

   本案は、むつ市総合教育会議を設置するに

当たり、その趣旨、所掌事務、会議の進め方

等を規定するためのものです。 

   趣旨は、市長とむつ市教育委員会が、円滑

に意思疎通を図り、本市教育の課題及び目指

す姿等を共有しながら、同じ方向性のもと、

連携して効果的な教育行政を推進していくた

め設置するものであります。 

   また、所掌事務については、冒頭御説明い

たしましたが、大綱の策定、むつ市の教育を

行うための諸条件の整備その他の地域の実情

に応じた教育、学術及び文化の振興を図るた

め重点的に講ずべき措置、児童、生徒等の生

命又は身体に現に被害が生じ、又はまさに被

害が生ずるおそれがあると見込まれる場合等

の緊急の場合に講ずべき措置、その他市長が

特に必要があると認める事項となっておりま

す。 

   以上、御協議よろしくお願いいたします。 

 

宮下市長： ただ今事務局から説明がありました。 

   私から一点、教育委員会と、総合教育会議

の違いについて、もう少し詳しく説明願いま

す。 

 

事務局（総務課長）： 御説明いたします。 

   教育委員会の会議と異なる点は、この総合

教育会議は、決定機関ではございません。市

長と教育委員会の協議調整の場として設置さ

れるものです。決定はそれぞれの執行機関に

おいて、市長もしくは合議体の教育委員会に

おいてなされるものでありますが、この総合

教育会議において協議・合意に至った事項に

ついては、決定に当たっては尊重すべきもの、

となります。 

 

宮下市長： 私の理解としては、枝葉の部分にな

りますが、去年がそうだったと思いますが、

教育委員会で議論して決めたことあるいは

事務局の計画案が、予算査定においてばっさ

り切られてしまう、ということはうまくない

んじゃないか、と思っています。ここで議論

したことについては、私も聞いている、とい

うことでは、中長期的にはなると思いますが、

基本的にはやるということが前提だという

ふうに理解していただきたいと思います。 

   私も、言ってみれば「米百俵」みたいな感

じで、もちろん無駄遣いはいけませんが、出

し惜しみしてはいけない分野だと思っていま

す。 

そういう気持ちでこの場に臨んであります

ので、メインは大綱の策定からだと考えてお

りますけれども、そういった観点からの御意

見も、場面場面では教えていただきたいと思

っています。 

その他、御質問等はございますか。 

 

御質問等ないようですので、要綱案は承認

されたということで、次に進みたいと思いま

す。 

 

次に、事務局から、大綱の策定に関連する

事項について説明を願います。 

 

事務局（総務課長）： 御説明いたします。 

お手元の資料をご覧ください。 

当市においては、教育に関する計画として、

「むつ市長期総合計画」、各所属における事業

計画である「教育基本計画」、学校教育に関す

る計画である「むつ市教育プラン」の３つの

計画により各種事業を行っております。 

また、大綱の策定に当たっては、国の「教

育振興計画」を参酌することとされておりま

す。 

大綱の位置づけにつきましては、事務局と

いたしましては、長期総合計画が基本となり、

その下に今回定める大綱があって、大綱のも

とで教育基本計画、教育プランが動いていく、

というイメージではないかと考えております。 

今回は、この 4点の計画を皆様に示し、次

回以降大綱策定の参考としていただきたいと

考えております。 

 

宮下市長： 大綱を作ることによって、また 1本

増えるような感じになりますが、そうではな

くて、大綱が総覧のような感じで作ることは

できないんですか。 

 

事務局（総務課長）： 大綱の位置づけ、作り方

についても総合教育会議において定めるこ

ととなっておりますので、可能です。 
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宮下市長： せっかく１年かけて作るのですから、

骨太で、今後５年程度はしっかり参照できる

ものにしていきたいと思います。 

今の件について御質問等ございますか。 

 
遠島教育長： 長期総合計画は平成２８年度まで

の計画ですので、これを今変えることはでき

ないと思いますが、大綱を作った後は、この

長期総合計画には、大綱の概要を載せるとい

うぐらいでいいと思います。大綱を見れば教

育の施策がわかる、というふうな形がいいの

ではないかという意見を持っています。 
 

宮下市長： 大綱の形等について何か御意見ござ

いますか。 

よろしいでしょうか。 

 

ここで、私も皆様と議論するのは初めてで

すので、髙瀨教育委員長からは、冒頭お話し

いただきましたので、委員の皆様からも、現

状、教育に関する問題意識をお持ちなのか、

簡単でいいのでお伺いいたします。 

 

遠島教育長： 先ほど市長がおっしゃったことと

概ね一致するわけですが、少し違うところが

あります。 
教師をしていて感じたことですが、教育基

本法における教育の目的というのは、人格の

完成ということがひとつ、それから、国や社

会全体を形成する人材の育成であります。 
したがって、教師として子どもたちを教育

するときは、そこを重点的に考えてきたんで

すが、国家のことを考えて、就業機会が少な

いこともあって優秀な人材をどんどん外に出

したことで、それだけが理由ではありません

が現在の人口減少を招いている。 
そのことを考えると、これからの教育は、

地域の振興に寄与する人材を育てることを教

育の目的とする必要があるのではないかと考

えます。そのためには、子どもたちが、「むつ

市が私たちを大事にしてくれた」、「学力を向

上させてくれた」、「夢や希望を叶えるための

学力をつけてくれた」そういうふうに思って

もらうことが大切だと思います。 
したがって、私も、学力の向上は必要であ

ると思っていますし、将来むつ市に何か貢献

したいと思ってもらえるような人材を育てた

いと思っています。 
村中委員： 私が考えたことは、教育委員会とこ

の会議の違いについて、この会議は決定機関

ではないとの説明がありましたが、それであ

れば、この会議に当たっては、色々なアイデ

ィアを持ち寄り、思い切って様々なことをぶ

つけ合える会議にできればいいと思ってい

ます。 
   もう一つは、先ほど市長がおっしゃったよ

うな、市長がお持ちの情報についても教えて

いただければ、と思っています。 
   それから、今回、資料をいただきましたが、

どこの自治体でも同じようなことが書かれて

あります。子どもたちの教育に関しての理想

は、どこの自治体でもそんなに変わらないわ

けです。 
   その中で、地理的なもの、郷土の先人たち

の業績など、この地域ならではの、むつ市オ

リジナルを何か盛り込めないか、と考えてい

ます。 
この会を、教育委員会と違う形にするので

あれば、何かアイディアを持ち寄る会にする

ことを提案します。 
 

宮下市長： 役所が作ると、表現も含めてどうし

ても横並びになります。オリジナリティは本

質的に行政の文書からは欠けている、と思い

ます。 
   今回、こういう形でやるということですか

ら、オリジナリティを出していく、それは、

突拍子のないものではなく、地域の文化・伝

統のように今までの積み重ねの中から盛り込

む方向で考えたいと思います。 
   ただ、ひとつ大事な視点が、子どもたちの

ためにやる、ということです。実験台のよう

な形にならないようにしなければならない。 
   モデル事業のように、うまくいかなかった

らやめる、ということは教育の現場ではふさ

わしくないと思います。教育分野は、他の分

野と違い、失敗は許されない分野だと思って

います。 
   新しいことをやるにしても、そこは慎重に

議論しなければならないと考えます。やると

きには、その施策が、子どもたちに対して客

観的な効果が証明されているものについて盛

り込んでいくべきと理解しております。 
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   そういう視点も忘れずに議論していきたい

と思っています。 
 
宮浦委員： 私は女性の視点から、子どもを産み、

育て、見守るという、子どもが夢を実現し、

幸せになるために、できるだけのことをして

あげなければならないと思っています。 
   「母は千の教師に勝る」と言いますが、ま

さにそのとおりだと思います。 
   大学進学をする子どもは、この地域で教育

が完結せず、他地域に出て行きます。その後、

さらにグローバルに、あるいは地元に帰って

きても活躍できるように、この地域でしっか

りと教育してあげたい。そして、本当にここ

で生まれ育ってよかったと思ってもらいたい、

そう思っています。 
   そのために、自分たちがここでなにができ

るか考えて、皆さんと力を出し合って行かな

ければならないと思っています。 
 
宮下市長： 教育が完結しない、高等教育機関が

ないということに関して、どのように感じて

いますか。 
 
宮浦委員： 私は高校から外に出たわけですが、

そのときに感じたことは、親に対する負担の

大きさでした。 
   教育が完結できるような高等教育機関があ

れば、色々な意味で、地域住民の意識の向上

が図れるのではないかと感じます。 
   ただ、他の地域で頑張らなければならない

という意識で子どもたちには接しています。 
 
納谷委員： 私自身子育ての真っ最中で、中学生

になった子どもの１年間を見てきたんです

が、学年１クラスしかない学校なので、学力

向上について、１クラス３０人の中での競争

なので、もう少し上を目指したくても競争す

る相手がいないということは感じています。

大きい学校だと学年７クラスぐらいあると

思うんですが、その中で競うのと、学年３０

人で競うのでは、伸びる子も伸びづらいので

はないかと感じます。 
   生徒数が少ないことで教師の目が行き届く

という面はいいと思うのですが、親としては、

学力向上に関しては物足りなさを感じます。 
 

宮下市長： そういう意味では、地域としての競

争環境としては弱いと言うことなのでしょ

うか。 
 
遠島教育長： ある程度の人数がいないと、競争

とか、影響し合って伸びていくという競い合

いができないということは、かなり不利なと

ころだと感じています。 
   文科省からの通知で、そういった小規模校

の欠点を最小にするように、そして、持って

いる利点を最大にするように言われています

が、その方策を模索しているところです。 
国、県、市の学力調査等を行っております

ので、公表はしておりませんが、各学校のラ

ンクは明らかにはなっています。もちろん、

個人にはお知らせしていますし、各学校では、

自分の学校の平均点がむつ市のどこに位置し

ているかは知らせております。 
   必ずしも小規模校が学力が低いということ

ではありません。ただし、それは平均点がそ

うだということで、個々の力を発揮している

のは、大規模校の方が多いと感じます。 
 
宮下市長： 一方では、競争はあまりしない方が

いいという議論もあります。 
   学力について、都会では、自分の立ち位置

がわかるチャンスがあると思いますが。 
 
遠島教育長： 点数、順位については個人情報で

あるということで開示しないという雰囲気

にはなっています。 
 
宮下市長： 開示するかどうかという論点はある

にしても、学力向上に関して大事なことは競

争環境が弱いのではないかということでし

ょうか。 
   あとは、誰と競争するかだと思います。 
   部活動とかはどうでしょうか。 
 
納谷委員： 部活動に関しても、小さい学校では、

選択の余地が少ないというのは感じます。 
   その中でも頑張ってよい成績を残している

子どもたちもいますが、なかなか東北あるい

は全国レベルでの活躍が少ないのは、選手層、

指導力の薄さと、専門的に指導できる指導者

の不足があるのかなと感じます。 
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遠島教育長： 中学校教員の人数が少なくなって

きている状況で、指導できる先生方の人数が

少ない、それから、中学校教師の人事異動は

教科で行うため、部活動の指導ができる人材

とのマッチングがうまくできない状況にあ

ります。 

 

髙瀨教育委員長： 色々とお話を伺いましたが、

まず、学力向上では、「底上げ」については

数年前から考えており、そちらにばかり目が

行っていましたが、成績上位者をいかにして

伸ばしてやるか、ということと、底上げを二

本立てで考えていかないと、本当の意味で競

争社会の中での学力向上は図れないと考え

ます。 

   また、２０２５年をピークに超高齢化社会

となり、その後人口減少が見込まれているわ

けですが、そのときの出生率は１．８２と試

算されており、その出生率を上げていくため

の教育も必要なのではないかと感じます。 

    

宮下市長： 髙瀨委員長のおっしゃった点につい

ては、私も同意いたします。できる子はほっ

といてもできることから、放置されぎみなの

ではないか。でも、やらせていること以上の

ことが、本当はもっとできるのではないか、

チャンスがある子がこの地域にももっとも

っといるのではなかと思います。 

 

本日の議論は以上とし、議事録を分析した

うえで、次回の論点にしたいと思います。 

それプラス、本日議論したこと以外に議論

すべき点があれば、事務局にお知らせ願いま

す。 

それを踏まえ、大綱を作成するに当たって

の論点について、次回提示させていただき、

それについて議論を深めていきたいと考えま

す。 

最後は、政策として仕上げたいと思ってい

るので、まずは系統立てて整理したいと思い

ます。 

他に事務局から何かありますか。 

 

事務局（古川教育部長）： この総合教育会議を

スタートさせるに当たり、近年のむつ市の教

育を取り巻く環境や課題について、今後の意

見交換の参考となるよう課題を共有する意

味でご説明をさせていただきたいと思いま

す。 

   むつ市では、義務教育９年間で、子供達の

可能性を最大限伸ばして「生きる力と夢をは

ぐくむために」小中一貫教育に取り組んでお

ります。 

   その中で、「いじめ・不登校を生まない学

校づくり」、「県内トップレベルの学力の育

成」、「グローバル化に対応した教育の充実」

の３つの目標をかかげ、各校取り組みを進め

ている訳ですが、市長と教育委員会が忌憚の

ない意見交換の中で、より理解と協力をしあ

うことで、教育行政がさらに推進されるもの

と考えております。 

   協議、調整の対象となる案件は、教育行政

全般にわたりますが、現在、教育委員会が、

かかえている課題について、参考までに何点

かご説明をさせていただきたいと存じます。 

   まず、学力向上についてです。 

  現況ですが、昨年の全国学力学習状況調査で、

市内の小学校６年生は、全ての科目において、

全国平均を上回り、特に国語Ａでは全国上位

に位置しております。 

    また、青森県の学習状況調査では、中学校

２年生が全教科において県平均を上回り、特

に社会、英語では県上位に位置しました。 

   また、苦手としてきた数学においても、県

平均を 3.8 ポイント上回っております。 

 課題ですが、小中一貫教育を推進する中で、

平成２３年度からの５年間で、青森県学習状

況調査の各教科毎の通過率の差を、平成２２

年度を基準年度として５ポイント以上アップ

させることを目標としてきましたが、       

中学校２年生の達成率では、国語を除く教科

において１００％を超えております。 

   この目標は、平成２２年度のむつ市がまだ

下位の成績であった時期のものを基準として

設定しておりますので、真の学力向上のため

の目標は、今後、新たに設定することになり

ますが、いずれにしましても、児童生徒の学

力は、年度により、学年により波があるもの

ですが、確実に向上してきており、この結果

は、小中一貫教育を進める中で、先生方のご

尽力の積み重ねと、児童生徒の日々の努力が

形になってきたものと感じております。 

 今後は、全国レベルでの上位に「追いつき・

追い越せ」を目標に、底辺の底上げはもちろ
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んですが、習熟度が高い児童生徒には、より

高い学力を身につけさせる学習指導を実践す

る必要があると考えております。 

次に、学校統廃合についてです。 

   今年１月に、文科省は、「公立小学校・中

学校の適正規模・適正配置等に関する手引き」

を出しております。 

   この手引きに示されている基本的な考え方

は、学校は児童生徒の能力を伸ばしつつ、社

会的自立をするための基礎や、国家・社会の

一員としての自覚や役割を、しっかりと身に

付けることの必要性から、単に教科等の知識

や技能を習得させるだけでなく、児童生徒が

集団の中で多様な考えに触れ、認め合い、協

力し合い、切磋琢磨することを通じて、思考

力や表現力、判断力、問題解決力などをはぐ

くみ、社会性や規範意識を身に付けさせるこ

とが重要である、としています。 

 そしてそのためには、一定の規模の児童・

生徒の人数が確保されていることや、指導す

る教職員においても、経験年数、専門性、男

女比等について、バランスのとれた配置が望

ましい、としております。 

 それゆえに、複式学級を解消し、クラス替

えを可能とするレベルである、１学年２学級

以上のクラス編成とすることが望ましいこと

が示されております。 

   一方、配慮すべき事項として、学校は地域

のコミュニティの核としての性格を有してい

るため、保護者や地域住民の十分な理解と協

力を得るなど、「地域とともにある学校」の

視点を踏まえた、丁寧な議論を行なう必要が

ある。また、山間部やへき地、離島など、地

理的な要因や過疎地であるがために、学校が

地域コミュニティの存続に決定的な役割を果

しているなど、様々な地域事情により統廃合

したくとも出来ない地域もあることから、こ

のような地域は、学校が小規模校であること

のメリットを最大化し、デメリットを最小化

するような工夫を講じることで、小規模校の 

存在 を肯定する表記もしております。 

   いずれにいたしましても、各市町村は、学

校規模のあり方について現在の児童生徒数、

中長期的な児童生徒数の予測、学習状況、社

会性、コミュニケーション能力、規範意識の

育成などの観点から、学校規模を総合的に判

断し、学校統合等により、適正規模に近づけ

ることの適否について検討をしなければなら

ないとしております。 

 むつ市は、平成１７年に合併し広い行政区

域の中で多くの公立学校を抱える事となりま

したが、小中一貫教育を実施するにあたり、

地域の方々との話合いのもと平成１７年度か

ら２３年度までに、小学校は２２校から１３

校へ、中学校は１０校から９校へと統廃合さ

れましたが、現在、複式学級が存在する小学

校が５校、クラス替えができない小学校が２

校あります。 

また中学校では、複式学級がある学校はあ

りませんが、クラス替えができない学校は、

５校となっております。 

喫緊課題ですが、年々児童生徒数が減少し、

極・小規模校となっている学校の中には、直

近の学校まで、距離的にあまり離れていない

学校もあることから、今後の小中一貫教育を

推進する上で、どのような学校のあり方を目

指すのか、統合の有無にかかわらず検討が必

要と考えております。 

次に中長期的な課題ですが、文科省の手引

きには、学校全体及び各学年の児童生徒数も

勘案し、教育上の課題を整理した上で、児童

生徒数の予測等を加味して「今後の教育環境

のあり方」を検討する必要がある、としてお

ります。 

   そのため、小規模校以外の、市内すべての

小学校・中学校の教育環境のあり方について

も、時間的な余裕を持って検討することが必

要となってまいります。 

   次に、スクールバスの運行についてですが、

現在は、学校統合により統合先の学校へ通学

する全・児童生徒を対象として、スクールバ

スを運行しておりますが、今後、仮に統合先

の学校まで徒歩で通学が可能な場合、スクー

ルバスの運行基準の検討が必要となってまい

ります。 

 また、学校統合とは別に、現在の場所から

離れた所へ学校が移転する場合など、自宅か

ら学校までの距離が変わってしまうことによ

り、通学距離が遠くなった場合や、逆に、今

までスクールバスで通学していた者が、学校

が移転したことにより、徒歩で通える距離に

なった場合の対応等についても、基準を明確

にする必要があります。 

次に、学校給食センターの老朽化について 
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ですが、市内の学校給食は、共同調理場か各

学校の中に併設されている単独調理場で準備

され、提供されております。 

   共同調理場ですが、南通地区共同調理場で

は、近川中学校と奥内小学校に給食を提供し

ており、大畑学校給食センターは、大畑中学

校・小学校、二枚橋小学校、正津川小学校、

関根小学校・中学校に提供しています。 

西通学校給食センターは、川内中学校・小

学校、脇野沢中学校・小学校に給食を提供し

ています。 

   また、単独調理場を併設している学校は、

第一田名部小学校をはじめ、１０校あります

が、この共同調理場と単独調理場の中には、

老朽化のため、今後、大規模な改修工事等が

必要な施設もでてまいります。 

   また、ノロウイルス等が発生した場合、市

内全体での学校給食 支援体制を構築する必

要もあることから、学校統廃合の検討と共に、

給食センターや単独調理場も含めた、市全体

としての給食センター等の検討及び計画が必

要となっております。 

   この給食センターの建設計画は、今後の学

校のあり方に大きく左右されますので、学校

環境の中長期的な計画を見据えた検討が必要

となってまいります。 

   次に、児童生徒の肥満 についてです。 

   青森県の子供たちの肥満傾向は、全国の中

でも高い水準にあります。 

   これらは、幼少期からの運動不足や食生

活・睡眠の乱れ等の原因が考えられますが、

このことにより、子供たちの中にも肥満や高

脂血症などの生活習慣病予備軍が増えている

と言われております。 

    平成２０年度以前の肥満割合は、１年１年

増加の傾向にありましたが、平成２０年度以

降の出現率をみると、小学生・中学生共に減

ってきています。 

 現在、市内すべての小学校では、体重測定

やマラソンをはじめとした肥満対策を実施し

ていますが、高度肥満の児童に対する個別指

導や保護者への指導も、さらに進める必要が

あります。 

   また、運動をしない傾向は、男女ともに、

小学校・高学年を境に、中学生から高校生に

かけて、次第に高くなっていく傾向にあると

報告されており、運動をする機会や時間の確

保も、自ら作っていくことの必要性もあると

考えます。 

   いずれにしましても、むつ市の児童生徒の

肥満傾向は、全国平均や県平均を大きく上回

っているため、青森県の「短命県返上」の対

策とも連動させながら、学校と家庭が連携し

た食育が重要となって参ります。 

 次に、市と教育委員会との連携が必要とな

る事例についてですが、この総合教育会議は、

教育委員会単独の施策・課題だけでなく市の

施策の中にも、市と教育委員会が連携するこ

とにより、よりスムーズに施策が進んだり、

課題解決につながることも多くあることか

ら、今後、協議・調整をいただく場合もあろ

うかと思いますが、その例として(1) 幼児期

から学童期における就学前教育と、学校教育

の連携、(2) 特別な配慮を必要とする子ども、

若者の支援のあり方、(3) グローバル人材育

成と、国際理解教育の推進、(4) 人口減少社

会への対応等があげられます。 

 またこれ意外にも、緊急性のあるものや、

協議が必要なものについて、会議の中で協

議・調整をいただければ、と思っております。 

 

   以上でございます。 

 

宮下市長： こういった問題意識も、今後大綱の

作成に当たっての意見とさせていただきま

すので御理解いただきたいと思います。 
 

これをもちまして、第１回むつ市総合教育

会議を閉会します。 

   なお、本日の協議内容、経過については、

要点をまとめたうえ、むつ市公式ホームペー

ジに掲示することにより公表することといた

しますので御了解願います。 

   また、次回の開催については、事務局で日

程調整のうえ御案内いたしますので御参集を

お願いいたします。 

   私、６月８日に教育再生首長会議というの

に参加いたしますので、その議論も皆様に紹

介しながら進めていきたいと思います。 

 

   本日は、誠にありがとうございました。 

 

 

 


